
はじめに 
 集団で治療する透析現場では、 

インフルエンザなどの院内感染の危険性は高い． 

 ６年前より当診療所でも対策を実行してきており、
この結果について報告する． 

 

過去6年間の、患者と職員に関してインフルエンザ 

ワクチンの接種状況を調査した． 

 また、シーズン中の発熱者に対し、 

送迎バスに乗らない指導や、透析室入室前に検査を 

実施しており、これらに基づくインフルエンザ発症率
を調べた． 

 

方法 



インフルエンザワクチン接種率 
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1回目 94.2 80.1 80.3 88.1 88.5 85.7 94.2

2回目 73.5 47.5 47.1 51.3 50.2 38.2 43.8
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2009
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2012

年 

2013

年 

2014

年 

2015

年 

1回目 94.1 80.9 88.5 98.0 100.0 100.0 100.0

2回目 80.4 4.3 7.7 0.0 9.4 2.0 0.0
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患者 職員 



インフルエンザ発生率 

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 

患者 2.69 3.39 4.92 2.12 4.94 2.32 3.33

職員 5.88 6.38 7.69 2 3.77 3.77 5.77
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インフルエンザ発生数の比較 
（2016年1月～3月） 
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発熱者とインフルエンザ 
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インフルエンザ発生者の感染源 
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予防投与 
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感染対策（送迎車） 



発熱電話対応時のチェックリスト 

 



発熱者より事前申告の有無 
（2015年度のみ調査） 
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（透析室出入口） （隔離ベッド） 

感染対策 



感染対策（職員） 



系列病院の集団感染 

 



結果 

 ワクチン接種率は、2009年には患者94.2％ 

職員94.1％であったが、2015年には、 

それぞれ94.2％、100％となった． 

 また、発熱者数は最多であった2015年シーズン
では患者53人、職員5人で、そのうち 

インフルエンザ発症は、それぞれ8人（15％） 

3人（60％）であった． 

 



考察 

 ①ワクチン接種、マスクの着用、手洗いは
対策の基本であるが、シーズン中の 

院内感染防止には、発熱者からの事前申告と
透析室入室前での対応の徹底の必要。 

 ②送迎車内での感染対応。 

 ③集団感染は職員が関与している可能性が
大きい。シーズン直前から感染源とならない
ためのマスク着用が重要。 

 


